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: 389 - 4ー·

山 人(1990)幡豆郡吉良町の甲虫類虫譜，

富山村で採集した蝶
,1ヽ 慶 亨

富山村における蝶類のまとまった記録 は少なく， シジミチョウ科(LYCAENIDAE) 3

までに8科26種が報告されているものの， 隣 l)ウラギソシジミ Cure tis acuta p aracuta "'

接した豊根村で8科92種が報告（鈴木1980 )さ A : 31 -\1- 1994 1 o

れで． ヽるのに比べて． 著しく少ないと言える。 こ A : 9 -X - 1994 1 o

うした状況は， 同村が単に面積が小さいだけ でな 2)ムラサキシジミ Naratんura ;aponica

く， 未祠査であるためによることが大きいと考え が甲onica※

られる。 A : 31 -VD - 1994 1 o

筆者は1994年に富山村において若干の蝶類を採 3)ウラナミシジミ Lamp ides bo et i eus※

ー一よこので， 記録として報告する。 以下の8 科 21 A : 9 -X - 1994 1 o

ーを毎たが， これらの中で14種はこれ までに同村

こおいては報告のない種であった。 （楽の記号で テングチョウ科（LIBYTHE !DAE) 1種

示す）

とつ集目撃場所は次の記号で表す。

.-\ :霧石トンネルの北の沢， 漆島川の上流

B ：井戸川の源流部

c ：漆島の周辺

マダラチョウ科(DANAIDAE) 1種

l)アサギマダラ Parant i ca si ta niphoni ca 

A : 9 -X - 1994 1 ex. 目撃

アゲハチョウ科(PAPILIONIDAE) 1種

l)ミヤマカうスアゲハ Papitio maackii

A : 31 - \l -1994 1 �

シロチョウ科(PIER I DAE) 3種

l)キチョウ Eerem.a. hec叫e hecab e

1)テングチョウ Libythea cettis ce/,to ides 

A : 9 -X -1994 1 o

タテハチョウ科(NW山>HALIDAE) 10 種

1)クモガタヒョウモン N ephargynni s anady

anadyomene etta※ 

A : 9 -X -1994 2 o o 

2)イチモンジチョウ Li meni tis camitta

A : 9 -I -1994 l <i? Japonica※ 

2)モンキテョウ Coヽias erate m A : 31 -VII- 1994 1 o

A : 31 -11-1994 1 o 3)オオミスジ Neptis atwina

3)モンシロチョウ ATto,eta Tap心 CTU,civo- C: 31-Vlf ー 1994 1 ex. 目撃

eruct vora m 4 )  ミスジチョウ N eptis phityra excett ens※ 

A : 9 -I -1994 l o B : 31 -VD- 1994 2 ex. 目撃
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5)コミスジ Neptis sa:ppho intermedia※

B : 31 -Vll ― 1994 2 ex.

6)サカハチチョウ Araschnia burejana※

A : 31 -W- 1994 3 8 8 2 9 9

7)アカタテハ Vanessa i叫ica indica※

A : 31 -Vll - 1994 1 o

A : 9 -X - 1994 1 o

8 )ルリタテハ Kaniska canace※ 

A: 31-Vll ー 1994 1 ex. 目撃

A : 9 - X - 1994 1 ex. 目撃

9)スミナガシ Duch orragi a ne s i machus

nesimachus※ 
1 A: 31 -VII ー 1994 1 ex. 目撃

10)コムラサキ Apatura metis substituta※

A : 31 -�D -1994 5 o o 

この中で黒化型 4頭で褐色型 1頭

ジャノメチョウ科（SATYR I DAE) 1頭

l)クロヒカゲ Letんe diana※

A : 31 -VII -1994 1 o

セセリチョウ科(HESPER I IDAE) 1種

l)チャパネセセリ Petopidas mathias

oberthueri※ 

A : 9 - X - 1994 1 o 

筆者の努力不足で調査回数が少ないため， 確認

種も 少なく． 極めて不十分なものになってしまっ

た。 できれば． 機会を改め再度調査したいと考え

ている。

最後になったが， 冬季に行った調査の下見に同

行していただいた， 杉浦寛氏， 今泉美香氏に感謝

いたします。

文 献
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愛知県富山村のハムシ
山 崎 隆 弘

北設楽郡富山村は愛知県でも天竜川水系の佐久 ハムシ科 CHRYSOMELIDAE

間湖の奥にあ り， 前後に1. 000 mを越える山岳を

含むが． 村の中心は盆地状の中にあるため夏場は

気温の上昇が著し く， 冬場は積雪と低温に見舞わ

れる。 昆虫類については． これまでにも注目され

断片的に調査されていた。

ハムシ科！こついては従来の記録および当報告を

含めてわずか38種である。 当村へは愛知県の最奥

部ということもあ って， 調査の機会が少なかった

ことが主要因である。 このような状況において当

村のハムシ科をまとめるには時期尚早の感もある

が． 今後の調査の弾み になればと考え， 現在まで

に判明した種についてまとめてみたいと思う。

この報告にあたり． お世話になった大平仁夫博

士， 松野更ー氏． 資料の提供を いただいた浅岡孝

知氏に対し心からお礼申し上げる。

モモプトハムシ亜科 Zeugophor inae

1. ワモンナガハムシ

Zeugophora a nnutata (Baly)

愛知県下に広く分布する。 5月中旬以降に出現

し． 三河低山地では少なくない。 当村では山崎

(1切8)に記録がある。

クビボソハムシ亜科 Griocerinae

2. ルイスクビナガハムシ

L以ioceris tewi四（Jacoby)（図l,C）

愛知県では茶臼山， 段戸裏谷， 面ノ木峠等の限

られた場所に生息する希少 種である。 当村では山

崎（1CJ78) に記録がある。

3. キイロクピナガハムシ

Litioceris rugata (Baly)
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Asiorestia obscuriarsis (Motschulsl-.-y ) 

漆島， 9 -＂ ー 1994, 1 ex. （山崎）．

三河山間部に比 較的ふつうに産する。 この個体

は灯火に飛来したものである。

33. Jレリマルノミハムシ

Nona叫ra cyanea Ealy

漆島， 9 - VH - 1994, 1 ex. （山崎） ．

花上で得られることが多いが ． この個体は灯火

に飛来したものである。

34. コマルノミハムシ

No双zrt紅a ti hia/, is Jacoby

漆島． 9 -\1- 1994, lex. （山崎） ．

各種の花にくる。 前種よりも山地性である。

カメノコハムジ亜科 Cassidinae 

35. ヒメジソガサハム 、ン

C assida fu.scoru.f a Mi t schu I sky

漆島 9 -H - 1994, lex. （山崎） ．

ヨモギ上にいる。

36. ヒメカメノコハムシ

C心sida piperata Hope

イノコズチ・アカザにふつう。当村では山崎・

土積(1990)に記録がある。

37. セモンジンガサハムシ

Cassida uersicotor (Boheman)

クラ・ リンゴ・ナ 、ンにつく。当村では山崎・

年積（19ro)に記録がある。

38. イチモンジカメノコハム 、ン

Th位.spida cri brosa (Boheman)

ムうサキシキプにつく。当村では山崎・穂積

(1函）に証録がある。

興味ある種について

現在までに得 られた富山村のヘムシ科の種類数

ままだまだ生息種の約3分の 1程度と思われるが，

の中にもニ・三の腿味深い種があるので以下に

簡単に記述しておきたい。

l)アカソハム 、ン Potaninia cyrtonoides

(Jacoby, 1885 ) 

本種は 愛知県では極めて稀な種である。産地も

限られ， 段曰裏谷で記録されているにすぎない。

また当村では標高の低い400 m前後の地点で得ら

れているのも興味深いといえよう。生息状況は必

ずしも良好とはいえないが， 当村の分布は大変興

味深い。現在どのような生息状況なのか周辺地域

との関連も併せて， 再調査で明らかにしておきた

いものである。

2 )キオビクビボ‘ノハムシ
Lima deticatuta (Bal y, lffl3 ) 

本種は本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・台
湾・ フィリピンに分布する。西日本では比較的多

く産するが． 東日本では少ない。 愛知県では蒲郡

市五井山（山崎．1990 )の記録が唯一であった。

当村は天竜川の渓谷に沿って暖地系の昆虫が進入

することは地形上容易に理解できるが． 富山村の
ハムシ相がこうした種を含めて構成されている。

このことは大変興味深い。

3 )キアシルリハムシ Li nae idae aenea

tsutsui i (Nakane, 1955 ) 

北方系の種であるが． 当亜種は紀伊半島から伊

豆半島にかけて分布し， 分布上得意な亜種とされ

ているものである。 模式産地は 大台ケ原と北山峡

であるが， 伊豆半島では多産する。愛知県からは

これが最初である。

今後． 周辺地域を含め た詳しい実態調査を行い

その生息状況を明らかにしたいものである。
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ツノカメムシ科 Acanthosoma t idae

1. セアカツノカメムシ

Acantんosoma denticauda (Jakovlev, 1880 )

漆島 9 -VD- 1994. 1 ex. 

2. アオモンツノカメムシ

D這ohotんriun nuhitum (Dallas, 1851)

漆島で山崎(1OO9）に記録がある。

3. ヒメツノカメムシ

Etasmuc位匹toni (Scott, 1874)

漆島． 9 -VD-1994. 3 exs. 

4. エサキモンキッノカメム 、ン

Sast泣gata esakロ(Hasegawa, 1959) 

漆島． 9 -VD-1994. 2 exs.

富山村の半翅類は， 今回の調査とこれまでの 記

録より， 32科76 種が確認されたことになる。 これ

は隣接する豊根村などと比較してみると． 生息種

が少なく． 種に偏りがみられる。

特徴として， 高地や草地に産する種が少ないこ

とである。 富山村は． 立地上平地が少なく調査し

にくい地であることも一因をなしているように思

われる，

／
 

＼一

A 
富山村の半翅類

図A:ミス
｀

ギワカメムシ

B

＇
B：オオチャイロナガカメムシ

c ：ナワコガシラウンカ

いずれにしても， 調査が不十分であることを物

語っているので， 今後も継続調査をして行くこと

が必要である。

引 用文献

1) 山崎隆弘（Iffi9)三河地方に産するカメムシ

類虫譜VOL. 27 Nu 2 21-32

2)浅岡・家城(1990)愛知県の異翅目123-162 

3)堀ほか (1990)愛知県の頸吻亜目10 5-122

富山村の コ メッキムシ
大 平 仁 夫

富山村は三河地方の最北端の長野県と静涸県と

に隣接した山村で，人口が20 0人（約80戸）足ら

ずの 日本一小さな村である。 北には八嶽岳（標高

1.140 m) と南には日本ケ塚山 （僑高1,10 7 m) 

に狭まれた漆島川沿いに開けているa

ここの昆虫相は． 豊川や天竜川に沿って北上し

てきた暖地系の種が分布することで注目されてい

崎隆弘， 浅岡孝知の各氏に お世話になった。心か

ら御礼を申し上げる。

なお． ここに記録した採集者名は松野＝松野更

ー， 山崎＝山埼隆弘， 竹内＝竹内克豊の各氏であ

る。 富山村に関する引用文献は末尾に付した。

目 録

るが， 交通の便が悪いこともあって詳しい調査が 1. オオクシコメッキ

なされていない。 しかし， 今までの断片的な記録 T etrigus Lew砂i (Candeze)

をまとめてみると， 思ったより多くの種が記録さ 大平(1985 A)が山埼氏の採集( 11-\]I-79) 

れている。 将来は詳しい総合的な凋査をしたいと の1 種個体を記録している。

思っているが， ここにコメッキム ・ンの記録 をまと 2. サビキコリ

め ， 1994年7月の現地での採集品も含めて報告す Agrypnus binodu.fus (Motschulsky)

ることにした。 この採集については松野更ー， 山 山崎（1975)が日本ケ塚山， 大平(1978)が富
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(1985 A) にも山崎氏が採集(9-V-76)した日

本ケ塚山からの個体を記録している。

36. クチブトコメッキ

Pa位四te sis m uscutus (Caooeze) 

大平(1釘8; 1984 ; 1985 A)が富山村や日本ヶ

塚山 から記録している。

標本：9-VIl-94. 大平( 8 exs.)。

37. オオハナコメッキ

P tat ynychus四tんU,S (Candeze) 

山崎（1975)が 日本ケ塚山から． 次いで大平

(1984)が漆島 日本ケ塚山から記録している。

標本：漆島 9-VIl-94,大平( 2 exs.)。

38. コハナコメッキ

Pa泣cardi ophorus put位“s (Candeze) 

山崎（1975)が日本ケ塚山から． 大平(1984;

lffi5 A)も日本ケ塚山から記録している。

引 用 文 献

大平仁夫（1978)北設楽郡富山村の採集会＞ 採集

ニュ ー ス． （3) : 45.

(1OO4)松野更一氏が採集した三河地方

のコメッキムシについて。 鳳来寺山自然科学博

物館館報．（14): 1-12. 

(1985 A) 山崎隆弘氏 採集の三河地方の

コメッキムシ。 三河の昆虫 ．（没）：170-178.

(1985 B)竹内克農氏 採集の三河地方の

コメッキム ヽンについて 。 鳳来寺山一その自然を

めぐりて一 ：115-120（鳳来寺山自然科学博物

館）。

(1994) 富山村のコメッキムシ。 昆虫と

自然． 13 (13) : 23-24. 

山崎隆弘（1975) 日本ケ塚山のコメッキムシ12種。

三 河の昆虫． （9) : 34-35. 

アキタクロナガオサムシを岡崎市で採集

小 鹿 亨 ・ 小 鹿 登 美

筆者は岡崎市安

戸町でアキタクロ

ナガオサムシAp-
otomopte四s po

rrecticotli s を

採集しているので，

記録として報告す

る。 15-V-1994

岡崎市安戸町

この日． 長女と

と も に越冬クロコ

ノマチョウの採集

に行った際 ， 雑木

林の地表を歩いて

いたものを見つけ

ゞ
3
11

へ
彎

>

ヽヽ

ー

n
卜

た， 岡崎市で は， はじめての採集記録と思われる。

なお． 当日は時期的にはややおそいものの． 越

冬後のクロコノマチョウ1 9を同地で採集した 。

り
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安城市で採集された昆虫
小 鹿 亨

1)ヨコヅナサシガメ Agri osphodrus dohrni

11-V-1994 安城市今本町

筆者の住んでいるアパートの階段において ． 1 

頭を採集した。

2)クロコノマチョウ Meiamtis phedima,

つここ c•3S巧， S｀

9 安城市日の出町

8 安城市井杭山町高津神

社

11月8日のものは川口満氏が， 日の出町の自宅

で採集されたものである。 また， 小鹿の11月20日

の 記録は 採集閲禄としては， 県下ではかなりおそ

いものであると考えられる。 しかし今年は

っ てから比較的温暖で， この 日も例年に比ぺて暖

かな日であった。

3)ミドリヒョウモン Argunmis papんia

t払9んimana

19-IX-1994 1 !i? 安城市緑町

安城市緑町に ある市立二本木小学校の校舎の中

へ飛び込んで来たもので， 夏越えの個体であるが

破損ばなく． ほぼ完全な個体であった。

ツマグロヒョウモンの記録
小 鹿

近年， 愛知県下においてツマグロヒョウモン

Argyreus hyperhius I,,兜erbiU,s の分布拡大が伝

え られているが， 筆者らも採集・飼育しているの

で． ここで記録として報告する。

① 11-IXー 1993 1 � 瀬戸市海上町 小鹿採

集・保管

② 29-IV― 1994 1 o 犬山市善師野 杉浦採

集・小鹿保管〔写真〕

③16-V-1994 1 !i! 瀬戸市南山口町陶磁資

料館 杉浦採集・保管

④ 25-IXー 1994 1 � 杉浦重雄氏採集・小鹿

保管

亨 ・ 杉 浦 寛

み出した。 これを杉浦が飼育し． 6月に 1 8が羽

化した。 なお ， 幼虫期の全ステ ー ジをパンジーの

みで飼育した。

④は， 安城市での本種の初採集記録になるもの

①は， 人家のやや苔むしたコンクリート塀に産

卵中の個体を採集したもので， 前翅はかなり破損

してお り， 翅瑞がら1/4程度は破れてなくなっ

た状態だった。

®で採集した9を畏廷中に， 複端から 1卵を産

で． 杉浦重雄氏が安城市安城町のこ
｀
自宅付近 で手

づかみで採集されたものである。

採集されたのは極めて新鮮な9で． おそらくは

発生後あまり時間が経っていない未交尾の個体と

考えられ， 小鹿はポット植えのパンジーを使って

採卵を試みた が． まった＜産卵する様子はなく．



( 406) 1995年3月 ＿ 河 の 昆 虫 （42)

卵は得られなか った。

最後になったが． 蝶を恵与された杉浦重雄氏に

感謝いたします。

ミヤタケヒメツヤヒラタコメッキ段戸裏谷で採集

ミヤタケヒメッャヒ

ラタコメッキHypoga
nus miyatakei Ohira,

196 6は．極めて珍しい

種で． 愛知県では大平

(1994)が紹介した と

おり， 南設楽郡鳳来町

阿寺で195僅F8月29日

に原田猪津夫氏が採集
された 1雌個体が見出

されているのみである，；

この度． 蛾類の研究

― をされている間野隆裕

氏 が． 段戸裏谷で灯
火採集をされた折に飛来したコメッキム 、ンを頂い

大 平 仁 夫

たが． この中に本種が含まれていた。 これは図示

したような体長11mの 雄個体で． 愛知県から雄個

体が見出されたのは これ が最初である， 前記の原

田氏の採集品標本は， 今から 4国こも前の ことであ

るが ， 今回の採集で， 愛知県 にも本種が確実に分

布することが確かめられた。 標本は筆者が保管し

ている＇J ここに． 標本を提供された間野氏に心か

ら御礼を申し上げる。
標本： 1 8． 段戸裏谷． 22-\'l1一1994, 間野隆

裕採集。

引用文献（ 1994) 三河地方から採集されるコメッキムシ

について(1 1) 。佳香蝶， 46(180) : 41-42. 

ホンサナ工を新城市で採集

筆者はホンサナエGomp紐s postocutarisを新
城市で採集しているので報告する。

新城市富岡 14-V-1994, 1 o

採集した場所は豊川用水の堤防で， 周辺はヒメ

ヒカゲの発生地としてよく知られた場所でも ある。

また， 同日付近においてタガメを1個体採集して

いることも付け加えておく。

小 鹿 亨




